
             P1 

【教育委員会議事録】平成２８年８月定例会 
 

 

開催日時 平成２８年８月３０日（火） ９：３０～：１１：３０ 

開催場所 下関市教育センター  ３階中研修室 

出席委員の氏名 

波佐間 清（教育長） 

林 俊作（教育長職務代理者） 

吉井 克也 

藤井 悦子 

松田 まさ子 

欠席委員の氏名 欠席なし 

委員及び傍聴人を除 

くほか議場に出席し 

た者の氏名 

教育部長   石津 幸紀生  

教育部次長    伊藤 信彦 

教育部次長   森永 亮  

教育政策課長   三好 洋一  

学校教育課長   井上 成人 

教育研修課長   岡田 達生  

学校支援課長   宇都宮 義弘  

学校保健給食課長 高原 雄二 

教育指導監（生徒指導推進室長） 岡﨑 茂邦 

生涯学習課長   古西 修一  

文化財保護課長  沖吉 洋一郎  

図書館政策課長  髙森 俊明 

美術館副館長   中村 美幸 

歴史博物館長   町田 一人 

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長  吉留 徹 

下関商業高等学校事務長  冨田 智雄 

菊川教育支所長  林 文男 

豊田教育支所長  山尾 淳子 

豊浦教育支所長  戸田 一仁 

豊北教育支所長  西村 敬教 

教育政策課主幹  光吉 計志 

教育政策課主査  岡本 誠也 

教育政策課主任  松冨 潤  

傍聴人の数 傍聴人なし 
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【開会の宣告】 

波佐間清（教育長） 

皆さんおはようございます。それでは、教育委員会８月定例会を開催いたします。 

 

 

【署名委員の指名】 

波佐間清（教育長） 

本日の議事録の署名につきましては、「吉井委員」「藤井委員」にお願いをいたします。 

本日の日程につきましては、日程１の議案が２件、日程２の報告が、専決処分の報告１件と報

告事項７件と合わせて計８件、日程３その他となっております。 

この日程に関連して、最初に委員の皆さんにお諮りをしたいと思います。「議案第４４号 平成

２９年度使用下関市立小・中一般図書の採択について」は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第１４条第７項の規定によりまして、会議を公開しないことといたしたいと存じますが、

委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長） 

 それでは、議案第４４号につきましては非公開といたします。議事録につきましても、非公開

といたしたいと存じますが、委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長） 

ありがとうございます。また、非公開とすることといたしました議案は、日程３その他が終わ

った後に審議を行うことといたしたいと思いますが、委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長）  

それでは、そのように進めてまいりたいと思います。それでは、よろしくお願いをいたします。 

 

 

【教育長報告】 

波佐間清（教育長） 

それでは、議案の第４３号の審議に入る前に、教育長報告をしたいと思います。ページは２ペ

ージになります。 

今年の夏は大変暑くて、皆様方も暑さで大変だったと思います。また、夏のリオデジャネイロ

のオリンピックもあって、寝不足になられた方もおありではないでしょうか。応援に熱が入った

方もあるし、下関出身の原沢選手が銀メダルや山口県の石川選手や大野選手も活躍され、私たち

も感動を一緒に味わうことができたと思いがしているところであります。 

さて、教育長報告でありますが、最初は福島県の伊達市の市長さんをはじめ、子供たちの交流

会がありました。これは、伊達市の市長さんはじめ下関市の副市長、それから美祢市の市長さん

もご出席をいただいて、子供たちが７月２５日から３１日まで下関に来て交流をしたということ

であります。この交流事業は、昨年度から開始され、昨年度は吉母小学校の子供たちと一緒に夏

祭りや地引き網等もいたしました。今年、美祢市の市長さんが懇親会にも交流会にもご出席をい

ただいたのは、美祢市にも観光していただく運びとなって、そういう意味で交流を一緒にやった

というところがあります。伊達市と美祢市も歴史的なつながりもあるということで、下関、美祢

市、そして伊達市の交流を続けているという状況であります。特に伊達の子供たちは外でなかな
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か思い切って遊べないという事情があるために、少ない子供たちではありますが、こちらに来て、

約３０人くらいだったと思いますが、交流をして、思い切り外で交流をしながら遊ぶということ

が主な狙いであります。 

それから、亀山八幡宮林間学校開校式・閉校式です。私は８月１日と８月１０日の開校式と閉

校式に出席をいたしました。臨時ではありますが、この林間学校の校長を仰せつかっております

ので、こういう形で出席をさせていただきました。１００人くらいの子供たちですが、近隣の子

供たち、特に養治、文関、名池、王江の小学校からの子供たちが中心であります。幼稚園から小

学校６年生まで、校長先生方もこの会に参加をされております。生涯学習課の指導主事も講師と

して参加をしていただいています。最後の１０日の日は表彰をしているということで、後の日は

教育キャンプという形で泊まっております。そういう行事があったということであります。 

それから、平成２８年度の市内の中学生米国派遣研修出発市長表敬訪問ということで、８月１

日に市長に出発の報告表敬訪問をいたしました。 

それから、平成２８年度下関市中学生米国派遣研修事業ということで、８月３日から９日の間、

サンフランシスコとピッツバーグ市を中心に、８人の中学生と我々訪問団、私が団長で高野さん

という国際課の主事が関係者ということで一緒に行きました。サンフランシスコでは、在サンフ

ランシスコ日本国総領事館訪問やカリフォルニア大学のバークレー校見学、科学博物館見学をし

ました。ピッツバーグ市ではホームステイを中学生はしたわけですが、市内の中学校、高等学校

の見学、市議会訪問、警察署訪問、それからふぐの銅像を寄贈をしておりますところの見学をし

ました。市議会の場所では、私が茶道のデモンストレーションを行いました。中学生たちにも浴

衣を着てもらって、お運びをお手伝いしていただき大変喜ばれました。それから最後の日にプー

ルパーティーというのがあって、日本文化を紹介するということで、習字、それから空手の組み

手、女子相撲をやっている生徒がいまして相撲、そして浴衣を着ておりますので浴衣の着付けを

しました。それから、書いてはおりませんが、日本文化の紹介をいたしました。市議会では、下

関の文化・歴史を写真や絵を使って紹介をいたしました。高校に学校訪問したときには、高校生

向けに同じものを英語で紹介し、大変下関のことを理解をしていただいたところであります。 

私の「未来への風」にも書きましたけれども、中学生たちにとって、こういう経験を若いとき

にするということは非常にインパクトを与えるもので、子供たちはホームステイをしながら向こ

うの方々と交流ができたこと、こういう経験は何物にも変えられない素晴らしいことだなと思っ

ております。 

私自身の感想としては、アメリカ自身が大変大きな国で、そのスケールの大きさ、それから人

間性に触れた感動体験がたくさんできたのではないかと思っています。それから、サンフランシ

スコの科学博物館では、様々な理科的な原理原則を使った博物館でありましたが、そこで１００

種類以上の色々なイベントがありまして、こういう発想をすることができる体験は子供たちにと

っては非常に大切な体験になるという印象を持ちました。それから、中学校・高等学校を訪問し

ましたが、大変広大な敷地で校舎も大変新しいものでした。１校に３,０００人の高校生がいると

いうことで、広大なところでした。特に印象に残っているのは、マーチングバンドの練習を２０

０人の団員が一糸乱れぬ隊形でやっていたことで、彼らはイギリスに行って披露したこともある

というようなことも話しておられました。また、カリフォルニア大学のバークレー校を訪問した

のですが、大学の図書館も非常に充実しており、世界的な研究へ貢献しているということを感じ

ました。また、中学生のホームステイの意義ですが、これは家族との英語による心の交流の活動

ということで、本当にこの活動は素晴らしいものであると思っております。特に国際ソロプチミ

スト東下関から、団員一人に５万円の補助があるということは、これに行くことに対しても大変

ありがたい補助であります。来年で一応５年間という区切りなので、終わりということですが、

また野口元委員さんを通じて、さらに続けていただきたいと思っているところであります。話せ

ばまだまだありますが、このぐらいにしておきたいと思います。 

それから、次の３ページに、帰国報告ということで市長に帰国の報告をいたしました。中学生

たちも自分たちの体験の話をしました。今週の土曜日に、全体の報告会をこの教育センターで行

う予定にしております。 

それから、下関市教育祭であります。第１２回ということで８月１８日午後、海峡メッセで教
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育委員さんも出席をしていただいて、これを見ていただきました。川中中学校の研修体制～日本

一学びが好きな学校への道～ということと、小学校英語の活動におけるＡＬＴの効果的な活用と

いうことで、この２つの実践発表をしていただきました。見られたように川中中学校の研修、そ

れからＡＬＴが今回全員前に出て紹介をいたしましたところ、どよめきが起こるぐらいインパク

トがあったのかなと思っております。私の教育長メッセージの中でも、ＡＬＴの増員について触

れましたが、今後英語教育に力を入れていく方向を、教職員一同が感じられたのではないかなと

思っています。また教育講演会では、「つまずいたっていいじゃないか にんげんだもの ～父 

相田みつをを語る～」という演題で、相田一人さんの講演がありました。大変感動的な講演で９

０分間があっという間でした。 

それから、２０１６朝鮮通信使行列再現事業歓迎夕食会と書いておりますが、８月２０日にシ

ーモールパレスで釜山の市長さんをお迎えして、朝鮮通信使の行列、これのお疲れと訪問の歓迎

ということで会がありました。翌２１日は、まだ開館しておりませんが、長府の新博物館に釜山

の市長さんが来られまして、来館第１号ということで、町田館長の解説によって朝鮮通信使の資

料を見学していただきました。時間があればもっともっとお話をしていただきたかったのですが、

約３０分ぐらいでありましたけれど、見学をしていただいたところです。町田館長、ありがとう

ございました。私が挨拶のときに、「私は韓国の歴史ドラマが大好きだ」とお話をしたところ、市

長さんは、「私は日本の大河ドラマが大好きです。」と返していただいて、なかなかユーモアがあ

る方でした。市長さんとの交流の挨拶も結構ジョークを言いながら、とても和ましていただいた

ところであります。その日の午後は、韓国との交流の夕べというのがあって、我々教育委員会か

らも８人が出席をしました。私も出席させていただいて、K-ＰＯＰを聞かしていただいて、韓国

の文化に触れたというところであります。 

最後に、中高生のための薬物乱用防止セミナーが８月２３日に勝山公民館でありました。中高

生がたくさん来ておりまして、薬物防止ということで大事な講演がありました。薬物については

大事なところでありますので、この辺の啓発をさらに進めていかなければいけませんので、そう

いうセミナーがあったというところであります。この中で、下商の生徒と豊田中学校の生徒が薬

物防止についての発表をしておりました。大変いい発表でありました。 

以上で私の教育長報告を終わりますが、何かご質問等がありますでしょうか。吉井委員。 

 

吉井克也（教育委員） 

質問ではありませんが、教育祭では、私は相田先生の講演は残念ながら用事があって聞けませ

んでしたが、１番後ろの席でそれまでは全て拝聴しました。皆素晴らしかったのですが、教育長

さんのメッセージは、私は格別に素晴らしかったと思いながら聞かせていただきました。特にパ

ワーポイントで画面に「感謝」と２文字が映されて、先生方の平素の努力に対する心からの労い、

感謝の言葉を述べておられました。会場の空気が変わっていった感じが私自身は凄く感じられま

した。先生方も喜んで、元気を出して帰られたという思いがしました。本当に素晴らしかったな

と思います。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

 ありがとうございました。他にございますか。よろしいですか。はい、松田委員。 

 

松田まさ子（教育委員） 

 今週の土曜日に、中学生の米国派遣の報告会があると言われましたが見ることはできるのです

か。 

 

波佐間清（教育長） 

 どうぞ。昼の１４時からです。このセンターで行います。中学生が全員発表いたします。もち

ろん私も発表しますが、親御さんや学校の校長先生も来られる予定になっております。自由参加

ですので、どうぞ聞いていただければと思います。ありがとうございます。他にございますか。 
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（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

よろしいですか。それでは、ないようですので日程１の議案審議に入りたいと思います。 

 

 

【議案審議】   

議案第４３号 平成２８年度教育予算の補正（９月）について 

 

【報告事項】  

下関市立神田小学校の学校統合について 

波佐間清（教育長） 

それでは、「議案第４３号 平成２８年度教育予算の補正（９月）について」及び報告事項「下

関市立神田小学校の統廃合について」、石津部長、お願いします。 

 

石津幸紀生（教育部長） 

 「議案第４３号 平成２８年度教育予算の補正（９月）について」ご説明を申し上げます。６

ページをお開きいただきたいと思います。 

歳出予算からご説明申し上げます。第１０款 教育費は６,１００万５,０００円を増額補正しよ

うとするものでございます。 

内容でありますが、第１項 教育総務費 第２目 事務局費一般管理業務の増額２,７７６万９,０

００円のうち、４００万円につきましては、下関市立神田小学校と下関市立桜山小学校の統合に

関するものであります。神田小学校の閉校式の開催及び物品の移転等に要する経費を増額するも

のでございます。 

次に節の工事請負費とありますけれども、この工事請負費に計上しております１,９１４万４,

０００円のうち、１,０００万円につきましては、幸町にあります旧第四幼稚園について解体撤去

工事中に基礎コンクリートの下部に松杭が存在していたこと、及び地下の基礎コンクリートの一

部が旧幼稚園の敷地の外の側溝の真下に設置されていたことが判明をし、その撤去費用等を増額

するものでございます。委員の皆様にはあらかじめ旧第四幼稚園の配置図、及び基礎及び側溝断

面図という１枚の図面をあらかじめお配りしていると思いますけれども、この配置図の上の方の

施工範囲というところを見ていただきますと、松杭というのが直径が２０ｃｍくらいで長さが７

ｍぐらい、こういった松杭が１カ所当たり５本１０カ所合計５０本を掘っていく中で、そういっ

た松杭があることが判明をしました。それから、配置図の図面の右下、基礎及び側溝断面図とい

うのがありますけれども、断面図の中にコンクリート基礎撤去というところがありますが、この

コンクリートの基礎の一部がこの敷地境界線とありますが、その境界線の外側、今側溝がありま

すけれども、その側溝の下に、この基礎コンクリートの一部があるということが掘っていく中で

わかりました。ついては、こういった松杭及び基礎コンクリートを撤去するために増額補正１,０

００万円しようというものでございます。 

続きまして、委託料ですが、４４６万９,０００円のうち測量委託として１２４万２,０００円、

工事請負費１,９１４万４,０００円のうち施設整備工事として９１４万４,０００円、補償補填及

び賠償金３３８万３,０００円のうち移転補償として６１万４,０００円につきましては、今年の５

月に大雨により法面の一部が崩壊をいたしました豊北町の特牛にあります旧神田公民館の法面改

修に要する経費を今回増額するものでございます。この法面の崩壊については、当委員会でもご

報告をさせていただいたところであります。隣接して民家があるということで、できるだけ早く

復旧工事をする必要があるということで既定の予算を流用して工事をするための測量委託である

とか、その工事をするために支障となる軒や梁のコンクリート等を移設するための移転補償、あ

るいは工事請負費については、既定予算を流用して既に執行しております。工事につきましては、

この８月１日に契約を結びまして、工期は８月２日から１１月２１日までの工期で、すでに現地

では工事に着手をしているところであります。今回、既定の予算を流用して執行しておりますの
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で、この９月議会におきまして流用いたしました、今申し上げました経費を補正いたしまして、

流用戻しをするという流れになっております。 

それから次に、補償補填及び賠償金に計上しております３３８万３,０００円のうち、２７６万

９,０００円につきましては、今年の４月に個人の方より遺贈を受けました１,００２万５,４６１

円のうち、法定相続人からの遺留分減殺請求に対応する経費を増額するものでございます。この

点については、また後ほど別なペーパーで詳しくご説明申し上げたいと思います。 

続きまして、第２項の小学校費です。第２目の教育振興費教材整備推進業務の増額６５０万円

につきましては、先ほど申し上げました遺贈に伴う小学校図書購入費を計上しております。 

続いて、第７項の社会教育費です。第３目の文化財保護費の増額２,５９８万円につきましては、

旧下関英国領事館の隣接地を公有化することにより、旧領事館及び唐戸地区の歴史的景観の質的

向上を図るものであり、土地購入費、建物移転補償費を増額しております。この点につきまして

も、事前に委員の皆様にはお配りをしております、公有化事業のペーパーをご覧いただきたいと

思います。この旧英国領事館の隣接市の公有化事業につきましては、昨年の１１月に、このビル

の所有者の代理人の方から市が望むのであれば市に売却してもいいという相談がありました。そ

ういった相談を受けまして、当時の文化財保護課長である町田館長、それから４月からは沖吉課

長が、この代理人と交渉してまいりまして、このたび売却の道筋がつきましたので、今申し上げ

ました２,５９８万円を増額補正して、市が取得をしようというものでございます。事業の概要の

ところを見ていただきますと、唐戸町３番地の２に所在する建物、昭和３２年９月に登記をされ

た古い３階建ての鉄筋コンクリートづくりの建物でありますけれども、このビルについて建物移

転補償によりまして、所有者による解体除去後、土地購入を行い、市が公有化をしようとするも

のであります。土地の広さは、公有化の対象物件が書いてありますが、敷地面積は約３９㎡であ

ります。更地として取得後は、ここは駐車場がございませんので、駐車場の用地として確保して

いこうと考えているところでございます。土地購入費として３８８万円、それから建物の移転補

償費として２,２１０万円を要求し、議会にお諮りをしているところでございます。 

それから第７項の社会教育費の第４目の公民館費の一般管理業務の増額７５万６,０００円に

つきましては、遺贈に伴う公民館の児童図書購入費用を計上しております。先ほども申し上げま

したように、今回遺贈ということがございましたので、この遺贈及び遺留分の減殺請求について

というペーパーをつくっておりまので、このペーパーに沿ってもう少し詳しく、今回の補正内容

についてご説明をさせていただきたいと思います。 

概要ですが、昨年の１２月２２日付けで遺贈者の●●●●氏の遺言執行者から下関市に対しま

して、小学校の図書室並びに公民館の児童図書購入資金に充ててほしい旨の遺贈の申し出がござ

いました。その後、今年の６月１日付で法定相続人、これは配偶者ですけれども、●●●●氏か

ら当該遺贈にかかる遺留分の減殺請求があったため、法定相続人に遺留分減殺分を支出するとと

もに、あわせて遺言者の意思を尊重し、小学校及び公民館の児童図書を購入しようとするもので

ございます。遺贈とは、遺言で財産の全部または一部を法定相続人及び遺贈者に無償で贈与する

ことで、今回は財産の一部でございます。現金を市に遺贈をしましょうということでありました。

遺留分の減殺請求とは、法定相続人、兄弟姉妹を除く配偶者でありますけれども、配偶者には、

遺言によっても侵し得ない遺留分という最低限度の遺産に対する取り分、２分の１が保証されて

おります。この遺留分を請求する権利のことを遺留分減殺請求ということになります。 

経緯といたしましては、遺言者の●●●●氏は昨年の９月１７日にお亡くなりになりまして、

昨年の１２月２２日遺言執行者より遺贈の申し出が市にありました。遺贈の内容は法定相続人が

４分の１、それから遺贈者、下関市４分の１、その他１個人と２法人に対して現金についてのこ

ういった割合での遺贈の内容でありました。今年の４月１１日に下関市が遺贈の受け入れをして

おります。金額でいいますと、３のところにありますけど、下関市は１,００２万５,４６１円遺贈

を受けております。その後、６月１日に法定相続人である●●●●氏から、先ほど申しました遺

留分の減殺請求書の提出があり、７月６日に法定相続人と確認書を取り交わしております。下関

市は４月に１,０００万円余りを受け取っておりますけれども、この遺留分の減殺請求額、下関市

が支出すべき金額は２７６万８,９６６円になります。その遺留金額から減殺請求額を引いた残り

が７２５万６,４９５円になりまして、この残ったお金で遺言のとおり小学校及び公民館の図書を
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購入しようというものでございます。１枚めくっていただきまして、今回の９月補正の内容と今

後の対応というところですけれども、遺贈金額が先ほど申しました４月に１,００２万５,０００円

を受け入れておりますので、歳入に教育総務費寄附金２７６万９,０００円、それから小学校費寄

附金６５０万円、それから社会教育費寄附金７５万６,０００円をそれぞれ歳入に計上しておりま

す。そして、遺留分減殺請求額が２７６万９,０００円ですから、これを歳出予算の目 事務局費 節 

補償補填賠償金に計上しております。９月議会でお認めをいただきましたら、１０月３１日まで

に法定相続人の●●●●氏に支出をする予定にしております。残ったお金につきましては、児童

図書を購入し、市内のすべての小学及び公民館に配布いたしまします。これが補正の内容でござ

います。 

それから最後に、先ほど教育長からお話がありました、９月補正で関連いたします報告事項の

下関市立神田小学校の学校統合につきまして、この点につきましては教育政策課長からご報告を

申し上げたいと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 それでは、教育政策課長お願いします。 

 

三好洋一（教育政策課長） 

 教育政策課でございます。それでは、下関市立神田小学校の学校統合についてご報告いたしま

す。資料は１３ページ、１４ページとなります。下関市立神田小学校につきまして、子供たちに

とってより良い教育環境を実現するため、保護者や地域住民の合意に基づき、下関市立桜山小学

校との統合を目標とすることが確認されましたのでご報告いたします。 

はじめに学校統合の概要でございます。神田小学校と桜山小学校の統合時期は、平成２９年４

月１日でございます。統合校の校名は下関市立桜山小学校。統合校の位置は現在の桜山小学校の

位置でございます。次に今回の学校統合の対象となっている両校の児童数、及び学級数の状況で

ございます。平成２８年５月１日現在、神田小学校の全校児童数は５１人、学級数は１、２年生

が複式学級となっており、特別支援学級を含めて６学級となっております。また、桜山小学校に

つきましては、全校児童数１９８人、学級数は特別支援学級を含めて１０学級であります。なお、

神田小学校につきましては、仮に統合しなかった場合、来年度は１、２年生、３、４年生、５、

６年生の各学年において複式学級が編成されることが見込まれており、いわゆる完全複式化も想

定されました。 

次に学校統合に係るこれまでの主な経緯についてご説明いたします。３番目でございます。ま

ず平成２４年度に神田小学校ＰＴＡからのお申し出を受け、教育環境の改善に関する意見交換

会・学習会を７月に開催しております。意見交換のテーマは、学校統合でございました。そして、

平成２７年には神田小学校ＰＴＡ及び地域住民を対象として、学校統合をテーマに意見交換会を

２回開催いたしました。その際、アンケート調査も実施いたしまして、その結果、保護者のうち

８８％が統合賛成という結果が示されました。そして平成２８年度に入り、６月に神田地区の保

護者や地域住民代表などで組織される下関市立神田小学校統合検討協議会が設置され、地元とし

ての統合についての協議が開始されました。１月の検討協議会において、桜山小学校との統合を

目標とすることが確認されたところです。この結果を受けて、８月２日に統合検討協議会より下

関市立神田小学校統合に関する要望書が市長及び教育長に対して提出されました。その写しが資

料１４ページでございます。本要望書の提出に伴いまして、学校統合に対する神田小学校の関係

者の合意が確認されたところでございます。さらにその後でございますが、８月２６日、先週の

金曜日ですが、神田小学校、そして桜山小学校両校校区のそれぞれの学校運営協議会長とＰＴＡ

会長、自治連合会長、そして校長それぞれから組織される学校統合に関する代表者会合、これを

開催していただきました。この場で神田小学校と桜山小学校の統合の時期や統合校の位置、校名

などの基本的事項についてご協議いただきました。その結果、これらについて合意いただいたと

ころでございます。今後９月議会での文教厚生委員会での報告、また１２月議会での設置条例の

一部改正など行政内部の手続きはございますが、学校統合につきましては正式に決定したという

ところでございます。なお、先ほどの代表者会合におきまして合意された内容につきましては、



             P9 

先ほどの統合校の時期といった基本的な事柄のほか学校指定用品、制服や体操服等ですけれども、

具体的に申しますと桜山小学校のものを基本としますけれど、神田小学校のものも当分の間、引

き続き使用できるといったことや通学路の安全対策、また、メンタル面を中心とした統合校への

支援体制の充実、また、これにつきましては要望書にも示されていますが、通学区域の見直し、

そして神田小学校の学校用地跡地となりますので、この利用について地元の意見を取りまとめて

いただく、こういった事柄が確認されたところです。今後、要望書の内容を踏まえて道路課等の

関係課と連携・調整を図りながら、両校の円滑な統合に向けて準備を進めてまいりたいと思って

おります。 

平成２７年４月の田耕小学校と滝部小学校の統合。そして、平成２８年４月の殿居小学校と豊

田中小学校との統合に引き続きの統合となりますが、教育委員会事務局といたしましても、子供

たちにとってよりよい教育環境を実現するために、今後も学校の適正規模・適正配置に取り組ん

でまいりたいと考えております。報告は以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 ただいま「議案第４３号 平成２８年度の教育予算の補正（９月）について」と、報告事項「下

関市立神田小学校の統廃合について」報告がありました。何かご質問なり、ご意見がありました

らお願いをいたします。はい。林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 今の統廃合のお話ですけれども、市内の中心部の学校で初めて地元からの発案という良い形で

まとまった感じがいたします。市内の中心部には、神田小学校規模の学校がまだ他にも幾つかあ

りますけれども、その辺の進捗状況はどのようになっていますか。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、教育政策課。 

 

三好洋一（教育政策課長） 

 市内中心部ということでございまして、学校の適正規模・適正配置基本計画の中では、まずこ

の他に王江小学校、名池小学校、さらには名陵中学校、この３校でまず小学校を統合し、さらに

は中学校との小・中一貫教育の導入を目指すということが示されております。現時点におきまし

ては、王江小学校の保護者の方を対象に学校統合に関する意見交換会、これを開催して意見交換

を行ったところです。まだ、すぐに学校統合にという方向は示されておりません。保護者の皆さ

んからは様々なご意見いただいております。いただいたご意見を慎重に検討しながら意見交換会

を重ねてまいりたいと考えております。 

もう１つ。今回の桜山小学校と神田小学校の統合、これにつきましてはもう１校、関西小学校、

こちらも基本計画の中では統合をモデルとして示されております。ですが、関西小学校の学校関

係者からは、地元からは関西小学校の存続に向けた要望書が既に提出されているところです。今

後、事務局といたしましては、このたび神田小学校と桜山小学校が統合するわけですから、そう

いった情報提供を検討したいと考えております。旧市内、中心部につきましての状況は以上でご

ざいます。 

 

波佐間清（教育長） 

 よろしいですか。他にございますか。はい、どうぞ。松田委員。 

 

松田まさ子（教育委員） 

 旧第四幼稚園解体後の跡地利用は決まっていますか。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 学校支援課でございます。解体工事を終了した後に管財課に移管し、土地の売却という手順で
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進んでいくと思います。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

 まだ具体的なところは決まってはいないのですか。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 はい。売却という形をとるかと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 よろしいですか。他にございますか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

それでは特にないようでしたら、議案第４３号並びに報告事項の神田小学校の統廃合について、

承認としてよろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長） 

 報告事項は終了ということにしたいと思います。 

議案第４４号につきましては、先ほど申したように最後に回させていただきます。 

 

 

【専決報告】  

下関市立図書館運営協議会委員の委嘱について 

波佐間清（教育長） 

日程２の報告に入ります。まず、専決処分の報告ということで「下関市立図書館運営協議会委

員の委嘱について」、図書館政策課、お願いいたします。 

 

高森俊明（図書館政策課長） 

図書館政策課でございます。下関市立図書館運営協議会委員の委嘱につきまして、下関市教育

長に対する事務委任規則第４条第１項の規定により平成２８年７月１日付けで専決処分いたしま

したので同条第２項の規定により、報告いたします。 

新しい図書館運営協議会委員の任期は、平成２８年７月１日からの２年間、平成３０年６月３

０日まででございます。今期におきまして新しく委員になられました方が３人いらっしゃいます。

お１人は梅光学院大学の特任准教授 吉光紀行委員です。この方は図書館学がご専門の先生です。

それと下関市立小学校学校図書館部長の坂田哲朗委員です。もうお１人の方は公募委員ですが、

藤本博美委員に新しく今期から委員を委嘱させていただいております。その他の委員の方につき

ましては、前期から引き続き委員を委嘱させていただく形になっております。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 ただいま報告がございましたが、委員の皆様で何かご質問がございましたらお願いいたします。 

 

藤井悦子（教育委員） 

 市民公募による募集で委員になられた方はいますか。 

 

高森俊明（図書館政策課長） 

 ７ページの資料に新しい委員名簿がございますが、その中の第５号委員です。第５号委員とい
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うのが市民公募に応募したものということで公募委員になっております。 

 

藤井悦子（教育委員） 

 わかりました。ありがとうございました。 

 

波佐間清（教育長） 

 その他ございますでしょうか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

それではないようですので、本件につきましては報告済みといたします。 

 

 

【報告事項】  

平成２７年度決算について 

波佐間清（教育長） 

 続きまして、報告事項に入ります。「平成２７年度の決算について」、石津部長、お願いをいた

します。 

 

石津幸紀生（教育部長） 

 平成２７年度教育委員会の所管に係る教育費の決算につきましてご報告をいたします。資料の

１０ページをお開き願います。 

大学費、こども育成課及びスポーツ振興課所管分を除く教育費の予算額１２０億２,９３２万１,

９３９円に対して決算額は１０４億８,８７６万４,４０３円であります。差額につきましては本年

度への繰り越しが８億６,８８７万９,２７３円、不用額が６億７,１６７万８,２６３円であります。

全体の執行率につきましては８７．１９％であります。それでは各項を追ってご説明申し上げま

す。 

まず、教育総務費は予算額１８億８７８万６,３８４円に対し、決算額は１７億３,２６８万４５

１円であります。差額の７,６１０万５,９３３円のうち、１,７４７万８,０００円は旧第四幼稚園

解体撤去工事に係るもので、次年度に繰り越したものであります。不用額は５,８６２万７,９３３

円で主な理由は教育センター建設工事の入札残によるものであります。 

次に、小学校費は予算額３１億８２９万９,０００円に対し決算額２６億８,８９０万３,１８１

円であります。差額４億１,９３９万５,８１９円のうち、２億１,１６６万３,６００円は小学校耐

震補強工事に係るもので、次年度に繰り越したものであります。不用額は２億７７３万２,２１９

円で主な理由は、小学校耐震補強工事の入札残によるものであります。 

続きまして、中学校費は予算額１９億２,９５１万５,０００円に対し決算額１４億５,４２６万

３,９４４円であります。差額の４億７,５２５万１,０５６円のうち２億３,０６６万６,３６０円は

中学校耐震補強工事に係るもので、次年度に繰り越したものであります。不用額は２億４,４５８

万４,６９６円で、主な理由は中学校耐震補強工事の入札残によるものであります。 

続きまして、高等学校費は予算額６億１８９万円に対し決算額５億７,６３７万５,２０５円であ

ります。差額の２,５５１万４,７９５円のうち１,２３２万円は下関商業高等学校グラウンド照明

設備設置工事に係るもので、次年度に繰り越したものであります。不用額は１,３１９万４,７９５

円で主な理由は下商職員の人件費が見込みを下回ったことによるものであります。 

続きまして、社会教育費は予算額３２億１,３７２万８,５５５円に対し決算額２７億４,６３４

万６,４９１円であります。差額の４億６,７３８万２,０６４円のうち３億９,６７５万１,３１３円

は新博物館建設事業に係るもので、次年度に繰り越したものであり不用額は７,０６３万７５１円

であり、主な理由は生涯学習施設費における菊川ふれあい会館太陽光発電システム等設置工事の

入札残によるものであります。 
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最後に保健体育費は予算額１３億６,７１０万３,０００円に対し、決算額１２億９,０１９万５,

１３１円であります。差額の７,６９０万７,８６９円は不用額であり、主な理由は、保健体育総務

費において給食費に係る援助日数が見込みを下回ったこと、及び学校給食共同調理場において賄

材料費が見込みを下回ったことによるものであります。 

以上、平成２７年度決算について報告をいたします。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

 

波佐間清（教育長） 

 平成２７年度決算について、ただいま概要につきまして報告がありました。このことにつきま

して、教育委員の皆様方、詳しい内容、具体的なことについてご質問もあろうかと思いますが、

何かありましたらお願いをいたします。それでは吉井委員。 

 

吉井克也（教育委員） 

 先ほど平成２８年度の補正ということで、桜山小学校と神田小学校の統合についてのお話があ

りました。補正４００万円という数字も今お聞きしておりますが、平成２７年度は殿居小学校と

豊田中小学校の統合がありました。閉校式にも出席させていただきまして、大変、何とも言えな

い思いを味わったわけでございますが、平成２７年度の予算の中で、事務局費のところに関係あ

るのだろうと思いますが、殿居小学校と豊田中小学校の統廃合にかかった経費と言いますか、そ

れはおよそどのくらいだったのだろうかお聞きしたいと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、教育政策課。 

 

三好洋一（教育政策課長） 

 殿居小学校と豊田中小学校の学校統合に要した経費でございますが、項 教育総務費、目 事務

局費にて、予算額５００万円に対しまして、決算額４３９万９８９円となっております。この主

な内訳といたしましては、学校統合や殿居小学校閉校式に要した人件費１８５万円及び物品移転

業務不用品処分業務、こういったものの委託料が１０６万４,８８０円となっております。 

なお、殿居小学校閉校式は教育委員の皆様のご参列のもと、平成２８年３月６日に９人の児童

と約３５０人の地域住民等のご参加をいただき、無事とり行うことができました。以上でござい

ます。 

 

波佐間清（教育長） 

 よろしいですか。他にございませんか。はい、林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 特別支援教育について。障害のあるハンディキャップのある人々に対してかかった経費がどの

程度のものなのか教えていただけますか。併せて、もしわかれば健常者の１人当たりに係る経費

と、ハンディキャップのある方々に係る経費が今どれ位違うのかということも教えていただけれ

ばと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、学校教育課。 

 

井上成人（学校教育課長） 

 特別な支援を必要とする子供が就学する小・中学校において、生活や学習上の困難を改善・克

服するため適切な支援・介助を行う特別支援員１２２人の配置に必要な経費１億７２５万１,３２

０円の決算となっております。配置に当たりましては、４人以上在籍で加配教員の配置のない特

別支援学級数、それから常時生活介助を必要とする児童生徒数、特別な配慮を必要とする児童生
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徒が複数人在籍している通常の学級数等を参考とし、全市的なバランスを考慮したうえ、校内支

援体制と学校の状況に応じて決定いたしております。それから２つ目の健常者とハンディキャッ

プのある子供との１人当たりの経費については難しいと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 ちょっと難しいと。はい。他にございますか。はい、松田委員。 

 

松田まさ子（教育委員） 

 先日の教育祭の実践発表でもＡＬＴの授業を具体的に発表していただいてとても興味深くお聞

きしました。外国語指導助手の方達の招致に要した経費を教えてください。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、教育研修課。 

 

岡田達生（教育研修課長） 

 外国語指導助手に関する経費です。項 教育総務費 目 事務局費にて予算額４,３６３万円に対

しまして４,３０３万１,０９２円の決算額となっております。主な内訳といたしましては、外国語

指導助手９人分の人件費３,５３３万１,８７３円及び住宅使用料４０９万９,２２５円となってお

ります。なお、外国語指導助手と担任による外国語の授業のさらなる充実を図るため、平成２７

年度中に外国語指導助手を１人増員いたしました。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、よろしいですか。では、藤井委員。 

 

藤井悦子（教育委員） 

 コミュニティ・スクールの事業で要した経費の内訳を教えてください。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、教育研修課。 

 

岡田達生（教育研修課長） 

 コミュニティ・スクールに関する経費でございます。項 教育総務費 目 事務局費にて予算額

１,４７８万円に対しまして、９２２万１,５５２円の決算額となっております。この主な内訳とい

たしましては、報償費としてコーディネーター、すべての小・中学校に配置しております、この

謝金４４６万９,０００円、並びに外部指導者謝金８８万３,０００円となっております。さらに平

成２７年度から開始されております県からの委託事業、やまぐち型地域連携教育推進事業関連の

支出が２５３万２,２５１円となっております。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 よろしいですか。それでは私から１つ。教育センターの整備についてでありますが、教育セン

ターの整備について、最終的に全体の事業費、それから建物の建築費の平米あたりの単価等をお

示しいただければと思います。はい、教育政策課。 

 

三好洋一（教育政策課長） 

 それでは教育センター整備についての決算等についてご説明いたします。まず教育センター整

備の最終的な全体事業費につきましては、用地購入費約２億５,４００万円、これを含めて全体で

約１２億３,１００万円となっております。平米当たりの単価につきましては、建物等の建築費用、

こちらが約９億７,７００万円、１０億円弱ということになっております。そして、この建物の延

べ床面積２,９１７㎡、約３,０００㎡ですが、これは割り戻しまして、平米当たりの単価約３３万
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５,０００円となっております。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 それでは、他にございましたらお願いをいたします。はい、林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 小・中学校の耐震化については、今回もすごい予算がついておりますけれども、これらの内容

について説明いただきたいということと、進捗状況、来年度で終わりでしたか、順調に進んでい

るかどうかを含めて説明いただければと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 小学校、中学校合わせてですね。それでは学校支援課お願いします。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 学校支援課でございます。まず、資料の１０ページの項の項目、上から２番目の小学校費、同

じく３番目の中学校費のそれぞれの学校建設費が耐震改修に係る項目でございます。 

まず小学校に関しては、決算額は１１億８,５７８万６,８０５円です。この内訳としましては、

耐震工事が１４校２７件で１１億６,７２９万４,０００円。それと非構造部材の耐震工事実施設計

業務等が１,５３２万７,３６０円。その他事務費が３１６万５,４４５円となっております。同じ

く中学校に関しましても７億４,２７９万６,１３５円の決算額です。その内訳としましては、耐震

工事が９校１６件の７億３,６２８万７,４４０円及び非構造部材の耐震工事実施設計業務委託業

務が４６４万４,０００円。事務費等が１８６万４,６９５円となっております。当然、耐震工事に

関しては構造部材ですので、前回の委員会でもご説明いたしましたように、すべて構造体の耐震

補強は完了しております。今年度の非構造部材の工事を着手する予定で、２件を除いては一応契

約は全部完了いたしました。年内の工事完了に向けて、今工事を着手している状況でございます。

それと、同じく耐震の不用額でございますが、全部で小学校に関しては１億５,２０５万５,５９５

円、その内訳でございますが工事費が１億４,６１６万５,４００円、委託料が４２８万５,６４０

円、事務費等が１６０万４,５５５円となっております。主な不用の額は入札残ということになっ

ております。同じく、中学校に関しても、不用額が工事費が１億８,５９７万８,６００円、委託料

が５１６万３,０００円、事務費等が２９万１,９０５円となっておりますが、同じく入札残による

ものでございます。以上です。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 工事自体は基本的に今年度で全部完了するのですね。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 耐震に関する工事は今年度で終わります。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 翌年度への繰り越しに耐震関係は一切入っていないということでいいでしょうか。２億１,１０

０万円の繰り越しは、耐震以外のものということですね。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 これは構造体の耐震補強で７月で終わったのですが、今年度から平成２８年度に繰り越した構

造体の耐震補強工事でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 他にありましたらお願いします。吉井委員。 
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吉井克也（教育委員） 

 先日も山口市でしたでしょうか。いわゆる貧しい子供たちに対して、こども食堂が開設された

というのが大きくニュースにでておりました。山口市だけではなくて、下関でも本当はそういう

ことを必要としている子供たちがたくさんいるだろうなと危惧をしているわけであります。もち

ろん、下関もそういうご家庭に対しては、就学援助ということで、様々に支援をしているわけで

ありますけれども、そんな中で子供たちが生きていくうえに基本的なことにつながるんだと、医

療費であるとか、それから食につながる給食費であるとか、主に医療費と給食費の援助に要した

費用といいますか、それを教えていただきたいと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。学校保健給食課長。 

 

高原祐二（学校保健給食課長） 

 この資料の予算の費目といたしましては、１２ページの保健体育総務費でございます。支出額

でございますが、総額として２億２,９３３万９,９３７円となっておりまして、内訳でございます

が医療費が５８０人に対して４８３万７,１５５円、給食費が５,７６１人に対して２億２,４５０

万２,７８２円となっています。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

 その他ございますでしょうか。はい、松田委員。 

 

松田まさ子（教育委員） 

 美術館展覧会のことについてです。今回も９月４日のご案内をいただいて、このチラシがすご

く一風変わっていてシックな感じでとても気に入っていてすごく楽しみにしています。私も国立

博物館の東山魁夷展も見に行ったりしましたが、福岡県内の色々な美術館との交流というか、こ

のチラシを配ったりとかして是非宣伝してほしいと思っています。展覧会開催に要した経費と入

館者数、観覧料収入についてお願いいたします。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、美術館お願いいたします。 

 

中村美幸（美術館副館長） 

 美術館でございます。平成２７年度は、特別展を３回、「ボンジュールフランスの絵本たち展」、

「御所の花 安野光雅展」、「北海道立近代美術館コレクション選、日本画逍遥展」を開催いたし

ました。さらに所蔵品展を４回開催しております。これらの開催に要した経費は３,１４４万６,

９４５円となっております。入館者は平成２７年度が６万８,１９５人でございます。この中には

市民ギャラリーの入館者も含んでいますが、そのうち有料の入館者は１万２,３９４人となってお

り、それに対する観覧料収入は８４２万１,０００円となっております。展覧会の開催に関する経

費に対して入館観覧料の収入で言いますと、約２７％の収入になるかと思います。以上でござい

ます。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。よろしいですか。それでは、藤井委員。 

 

藤井悦子（教育委員） 

 美術作品の購入にかかった費用を教えてください。 

 

中村美幸（美術館副館長） 

 平成２７年度の美術作品の購入予算は１００万円でしたが、高島北海の日本画１点を購入しま
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して、９７万２,０００円を支出しております。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、よろしいですか。博物館についてちょっとお尋ねしたいと思います。博物館の経費につ

きまして、主な事業、決算額や不用額、主なものがありましたら教えてください。文化財保護課。 

 

沖吉洋一郎（文化財保護課長） 

 文化財保護課の沖吉でございます。博物館費についてご説明いたします。博物館費については、

長府博物館、それから東行記念館に係る経費が２,４１３万９,１０１円でございます。主な内訳は

委託料が８９２万円、それから備品購入費が３１９万９，０００円、それから報酬が７４７万７,

０００円でございます。それから考古博物館に関わるものは、４,９００万８,０４６円でございま

す。主な内訳は、委託料が２,６２２万７,０００円。それから需用費が１,３５２万８,０００円。

それから烏山民俗資料館、人類学ミュージアム、豊北歴史民俗資料館に関わるものについては、

６,４５３万１,３４３円でございます。主なものは、報酬が２,５２０万円、それから需用費が１,

６５５万７,０００円、委託料が１,３７８万５,０００円、それから豊田ホタルの里ミュージアム

に関わるものは１,８８５万３,７９２円でございます。主な内訳は、委託料が５５１万１,０００

円、それから需用費が５３３万８,０００円になっております。不用額が１,２３８万７,７１８円

発生しておりますが、これは人類学ミュージアムで５４５万７,０００円、それから長府博物館・

東行記念館で４５６万２,０００円と大半を占めておりますけれども、この理由については予定し

ておりましたイベント開催委託経費が不執行となったことや、嘱託職員が中途退職により不用額

が生じたためでございます。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 その他何かご質問がありますか。はい、藤井委員。 

 

藤井悦子（教育委員） 

 昨年度、山口県で行われた世界スカウトジャンボリーで子供たちが素晴らしい体験をしたと思

います。その中で下関プログラムでかかった費用と子供たちにどのような効果があったと思われ

ますか。 

 

古西修一（生涯学習課長） 

 生涯学習課です。よろしくお願いします。資料は１１ページの社会教育費、それから青少年対

策費になります。この事業実施に関した経費ということで、予算額が６００万円に対しまして５

９８万１,９４９円の決算額となっております。主な内訳といたしましては、関係団体により結成

された実行委員会の委託料、これが５９４万円となっております。この財源につきましては、山

口県市町村振興協会からの全額の補助金となっております。大会期間は７月３１日から８月５日、

土日を除く５日間でしたが、７１カ国から総勢３,１５１人のボーイスカウトを受け入れることが

できました。この中で市内各学校、社会教育施設などで様々な特色ある交流が行われました。児

童、生徒が世界を身近に感じる大変良い機会になったと思っております。また語学ボランティア

として多くの市民が参加をしていただきまして、生涯学習のさらなる推進を図ることができたの

ではなかったかなと思っております。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

 他にございますでしょうか。それでは、吉井委員。 

 

吉井克也（教育委員） 

 図書館教育に関することです。言うまでもなく図書館教育は大事な教育の１つの領域でありま

す。本市も今年度も図書館の司書、教諭の増員ということで非常に今努力をしていることは承知

しておりますが、各学校現場からは、まだまだ図書館司書が必要なんだという声も強く聞くわけ
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であります。今後どういう見通しを持って、図書館司書を増員をしていかれるのか、これからの

見通し等について聞かせていただけたらと思います。 

 

波佐間清（教育長） 

 今のご質問は学校の図書館司書ということですね。教育研修課。 

 

岡田達生（教育研修課長） 

 今年度は５人配置ということで、小学校・中学校あわせて１１校兼務という形でお願いをして

おります。学校司書については、配置した学校からは図書館から借りる冊数が増えた。それから

地域に開放することで地域の方も学校に出向いてくれると大変ありがたく思っていますという声

をいただいております。来年度以降につきましては、予算の際に考えていきたいのですが、一気

に増員ということはなかなか難しいかもしれませんが、増員に向けて努力していこうと考えてお

ります。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。他に。林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 先ほどの説明の確認になりますが、次年度に繰り越こした１,２３２万円が、下関商業高等学校

グラウンド照明設備設置工事に係るものでしたでしょうか。もう一度説明をお願いします。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、下商。 

 

冨田智雄（下関商業高等学校事務長） 

 下関商業高等学校の夜間照明改修事業の件でございます。昨年の８月ですけれども、台風１５

号の強風によりましてグラウンドの照明 1 基が倒壊いたしました。その関係で、他の３基も相当

老朽化しているということで、この機会に安全・安心のためにということで全部を改修するとい

うことで１２月補正予算で決まりました。その経費として、２,０００万円を計上しておりました。

そして工期が年度をまたぐということで、平成２７年度分については年割額として７６８万円、

その残り分１,２３２万円を平成２８年度に繰り越したということでございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい、ありがとうございました。先ほど図書館の件がありましたが、中央図書館で図書館の非

常勤の嘱託職員を何人ぐらい雇用しているのか、そのうち司書は何人いるのか、そのあたりをお

願いします。図書館政策課。 

 

高森俊明（図書館政策課長） 

 図書館政策でございます。平成２７年度末時点で非常勤嘱託職員は６２人雇用しております。

そのうち４０人が司書の職員でございます。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

４０人が司書ということですが、図書館司書の不足はないですか。 

 

高森俊明（図書館政策課長） 

 ご承知のように、例えば中央図書館は夜９時まで開館しておりまして、開館時間は１２時間に

なっておりますので、シフト勤務による対応が必要になってきております。一見嘱託職員の人数

としては多いように見えますが、開館時間中は空白なくレファレンス等の専門的な対応ができる

ような勤務時間の調整を図っておりますので個々の職員の負担というのは決して小さいものでは



             P18 

ないと認識しております。また、特に近年、学校からの支援要請も増加傾向にありますので業務

量としては増加傾向にあります。図書館政策課といたしましては、できれば司書はもちろんです

が、嘱託職員全員の人員増の要望を行っていきたいと思っております。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。有難うございました。まだまだお聞きしたいことはございますが、このあたりにしたい

と思いますがよろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長） 

それでは本件については報告済みといたします。よろしくお願いをいたします。 

 

 

【報告事項】  

平成２８年度工事請負契約の締結について 

波佐間清（教育長） 

 続きまして、「平成２８年度工事請負契約の締結について」、学校支援課、お願いします。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

 学校支援課でございます。資料の１５ページをお願いいたします。平成２８年度工事のうち設

計金額が５,０００万円以上の請負契約の締結についてご報告いたします。 

工事名は、下関市立豊北中学校屋内運動場・武道場非構造部材耐震改修建築主体工事でござい

ます。工事場所は、豊北町大字滝部字幸神１２４４番地３６。受注者は、綾羅木本町にあります 

株式会社東昇でございます。予定価格は、税込み５,２０６万６,８００円に対し、請負金額は、税

込み４,８９２万４,０００円でございます。落札率は９３．９６％。工期は平成２８年７月１５日

から平成２９年１月２０日まででございます。入札方法は条件付一般競争入札で、入札参加者は

３者でございました。開札日は平成２８年７月５日で、契約日は２８年７月１４日でございます。

工事の概要としましては、屋内運動場、武道場の先の熊本地震でもありましたように、地震等で

落下の恐れのある吊り天井を撤去することで防災機能強化を図るもので、他に照明器具、吊り下

げ式のバスケットゴール、時計、スピーカー、校歌額縁等については落下防止の措置を行います。

今年度、実施する非構造部材の耐震改修工事につきましては、小学校が８校、建築主体、電気設

備併せて１６件、中学校につきましては３校、同じく建築主体、電気設備工事併せて６件の予定

でございます。なお、設計金額５,０００万円以上の工事について、王喜小学校の耐震改修につい

ては、９月上旬に業者が決まる予定ですので、次回の定例会にてご報告させて頂きます。 

以上、簡単ではありますが、平成２８年度工事請負契約の締結について、報告いたします。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。ありがとうございました。何かご質問がありますか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

これについては質問がないということですので、報告済みといたします。 

 

 

【報告事項】  

小・中学校教育環境整備事業（扇風機設置）について 

波佐間清（教育長） 
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 続きまして、「小・中学校教育環境整備事業（扇風機設置）について」、学校支援課、お願いし

ます。 

 

宇都宮義弘（学校支援課長） 

資料の１６ページをお願いいたします。児童生徒が学びやすい学校環境を整備するという目的

で、夏の暑さ対策として、小学校、中学校の普通教室、特別支援教室、通級教室に扇風機を設置

するものでございます。 

事業計画は４か年で、平成２８年から３１年を事業期間とし、各教室に壁掛け扇風機を３台ず

つ設置し、対象となる教室数は平成２８年度５月現在、施設台帳上の教室配置で、小学校は６０

２教室、中学校は２３６教室でございます。 

今年度につきましては、小学校は６年生、特別支援学級を優先的に整備し、１６校４７教室１

４０台を計画し、中学校におきましては３年生、特別支援学級を優先し、２０校８１教室２１９

台を計画しております。資料にあります、工事契約状況完成日を９月１６日としておりましたけ

ども、この夏休みを利用して工事は完了しております。 

今後の予定ですが、平成２９年度につきましては、小学校は６年生の残りと５年生の普通教室、

中学校に関しては２年生の普通教室を計画しております。年次ごとに学年を下げていく予定でご

ざいます。また、毎年５月１日付けの公立学校施設台帳にある教室の配置によって、若干、年度

ごとに整備の内容、教室数が変わりますが、特別支援教室、通級教室につきましても同じように

台帳に沿った整備を考えております。扇風機の設置につきましては、エアコンと違いまして室温

を下げる目的ではございません。風速１メートルの扇風機で体感が１℃下がるということの中で、

まず体感温度を下げるということと、空気の循環を促すことが目的でございます。よって、設置

した、今年ですと９月になりますが、学校等にアンケートを実施して、その効果を確認したいと

思っております。以上、小・中学校教育環境整備事業についてご報告いたします。 

 

波佐間清（教育長） 

この件につきまして、何かご質問がありましたらお願いします。はい、林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

 小学校や中学校の全学校全教室に扇風機がつくのが平成３１年度で一応完了するということで

よかったでしょうか。 

 

波佐間清（教育長） 

 はい。学校支援課。 

 

宇都宮義弘（学校支援課） 

 教育委員会として整備いたしますのは平成２８年度からの開始で、平成３１年度に完了する予

定でございます。と申しますのも、学校サイドで独自にＰＴＡの寄付もありますし、特別支援学

級は学校サイドで備品として扇風機を購入して設置した事例もあります。そういう状況の中でそ

の不足数分、例えば今既存で普通教室に１台設置してあれば２台追加して計３台を整備するとい

うことになります。３１年までに整備を完了したいと考えております。以上です。 

 

波佐間清（教育長） 

はい、ありがとうございました。他にございますか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

ないようですのでこれについては、報告済みといたします。 
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【報告事項】  

「エドワード・ゴーリーの優雅な秘密」展開催について 

波佐間清（教育長） 

続きまして別紙になると思いますが、「エドワード・ゴーリーの優雅な秘密」展開催について、

美術館、お願いします。 

 

中村美幸（美術館） 

美術館でございます。下関市立美術館で９月８日木曜日から１０月２３日日曜日まで開催され

ます、特別展「エドワード・ゴーリーの優雅な秘密」展について、ご案内させていただきます。  

先ほど、松田委員さんにご紹介いただきましたお手元のチラシをご覧ください。エドワード・

ゴーリーは不思議な世界観とモノクロームの緻密な線で描かれた魅惑的なイラストで、世界中に

熱狂的なファンを持つアーティストです。シュルレアリストの画家マックス・エルンストや、ム

ーミンの作者トーベ・ヤンソンなどもゴーリー作品の愛好家だったと言われています。あまり馴

染みのない作家かと思いますけれども、一言でご紹介しますと、アメリカの絵本作家でございま

す。日本では、異色の絵本作家として知られておりまして、「ギャシュリークラムのちびっ子たち」

や、「うろんな客」等の絵本が日本語に訳されまして、人気が高まっております。彼の才能は絵本

の世界だけでなく、挿絵、舞台のセット、衣装のデザイン、演劇やバレエのポスターなど多彩な

制作活動を展開しております。このたびの展覧会は、アメリカを中心に世界各国を巡回した展覧

会をベースに、日本国内のコレクションも加え、絵本原画や書籍、資料など約３５０点を展示す

る日本初の回顧展でございます。ゴーリーの多彩な制作活動を通して、その不思議な魅力を体感

していただければと思っております。どうぞ、ご来館いただきたいと思っております。 

以上、ご報告いたします。 

 

波佐間清（教育長） 

エドワード・ゴーリーの展覧会が９月８日からということであります。また皆さん来ていただ

ければと思います。何かご質問がありますか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

それではないようですので報告済みといたします。 

 

 

【報告事項】  

工事請負変更契約の締結について 

波佐間清（教育長） 

 続きまして、「工事請負変更契約の締結について」、歴史博物館、お願いいたします。 

 

町田一仁（歴史博物館館長） 

歴史博物館です。よろしくお願いします。１７ページをお開きください。「工事請負変更契約の

締結について」でございます。１７ページの資料の１番下の欄をご覧いただければと思います。  

変更回数２回目でございまして、変更理由につきましては、敷地東側階段において想定外の湧

水、緑地帯の樹木根と遊歩道が干渉していることなどが判明したため、設計変更を行うとともに、

工期の延伸を行ったものであります。変更請負額につきましては、８,０８８万１,２００円でござ

いまして、前回の変更から比べますと１７万６４０円の増額となっております。変更契約年月日

は２８年７月２６日でございまして、工期は２８年２月２９日から従来は２８年７月２７日まで

でございましたけれども、これを２８年８月１９日まで延伸したものでございます。なお、工事

につきましては、１９日に完了いたしております。それから、開館日の１１月１８日につきまし
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ては変更ございません。以上でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

工事請負費変更契約の締結についての説明がございましたが、何かご意見がありましたらお願

いいたします。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

ないようですので報告済みといたします。 

 

 

【報告事項】  

平成２８年度下関市立幼稚園の園児数について 

波佐間清（教育長） 

 それでは、こども未来部から「平成２８年度下関市立幼稚園の園児数について」、お願いいたし

ます。 

 

川口和子（こども育成課長） 

こども未来部こども育成課の川口でございます。よろしくお願いいたします。 

平成２８年度の市立幼稚園の園児数についてご報告をさせていただきます。お手元の資料「平

成２８年度下関市立幼稚園 園児数と学級編制」をご覧いただきたいと思います。本年４月１日

現在における市立幼稚園とこども園の２１園それぞれの園児数を一覧表にしております。全体的

に市立幼稚園の園児数が減少傾向であることがご確認いただけるかと思います。教育委員会で策

定されました「下関市立幼稚園の適正規模・適正配置に関する基本方針」に定めています、次年

度以降の園児募集の中止要件であります、新入予定園児数が１０人未満となり、かつ全園児数が

１５人以下となる幼稚園については、生野幼稚園、向山幼稚園、室津幼稚園の３園が該当してい

るところです。そのため、これら３園につきましては、７月に保護者や地域住民等から意見聴取

を行いまして、その結果を踏まえて、平成２９年度の新入園児の募集方針を決定したところでご

ざいます。平成３０年４月に開園を予定しております「本庁地区こども園」の完成に伴いまして、

平成２９年度末をもって閉園となる生野幼稚園、向山幼稚園に関しましては、平成３０年度から

本庁地区こども園、これはまだ仮称でございますけども、に転園することの保護者同意を条件に、

平成２９年度も新入園児を公募することとしております。これは、近隣の私立幼稚園が３年保育

を導入しているために、４歳児は途中入園扱いになるということなど、また在園児の兄弟関係と

までは言えませんがが、同じような関係にある入園希望児がいることなどを考慮したものでござ

います。 

また、今年度から近隣の黒井こども園が１号認定こどもの受け入れが可能となっている室津幼

稚園に関してましては、新入園児の公募は行いません。しかしながら、在園児の兄弟関係にある

入園希望児に限っては、保護者と協議の上、平成３１年度までには黒井こども園等に転園するこ

とを条件に入園させることという方針とさせていただいたところでございます。平成２９年度の

園児募集はこの１０月２５日から２７日の３日間を予定しております。 

以上で、平成２８年度下関市立幼稚園の園児数についての報告を終わらせていただきます。 

 

波佐間清（教育長） 

 ただいま報告がございましたが、ご質問がありましたらお願いいたします。この表の中の黒い

斜線が入っている１５から２１はどういう意味ですか。 

 

川口和子（こども育成課長） 

 １５から２１というのは、すべてこども園でございます。こども園の１号部分の人数だけとい
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うことでございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 豊田下こども園は「０」になっていますが、これはどういうことですか。 

 

川口和子（こども育成課長） 

 豊田下こども園については、平成２７年度からこども園といたしまして、当初１号の入園児が

いたのですが、途中で２号、いわゆるお勤めをされだしたということで、２号のお子様に変更に

なりまして、現在１号認定で入園している園児がいないという状況でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

 当初はいたということです。はい、わかりました。他にどなたかご質問がありますか。よろし

いでしょうか。はい、林委員。 

 

林俊作（教育長職務代理者） 

市立幼稚園がどんどん減ってきているというお話でしたが、私立は逆に預けることが増えてい

る環境にあるのですか。それとも同じくらいの比率で、市立も５％減ったら私立も５％減るよう

なペースで子供の数の減少に合わせて落ちていっているのか。あるいは、私立は児童が増えて、

市立が減っていくというペースなのか、どのような状況なのかを教えてください。 

 

川口和子（こども育成課長） 

 私立幼稚園につきましては増えているというところまではいかないかと思いますが、それなり

に横ばい状態を維持されていると思いますが、今後のことも考えられて、徐々にこども園にして

いかれるところが毎年少しずつ出てきているという状況でございます。 

 

波佐間清（教育長） 

私立のこども園に移行された園を教えてください。 

 

川口和子（こども育成課長） 

私立幼稚園からこども園にということですが、幼保連携型のこども園になられたのは長府幼稚

園です。それから、あとは幼稚園型のこども園でございますけども、もみじ幼稚園、それと天使

幼稚園と、本年度から下関短期大学附属の第一、第二幼稚園が幼稚園型のこども園になられてお

ります。 

 

波佐間清（教育長） 

ありがとうございました。少しずつ私立もこども園に移行しているという状況であるというこ

とであります。他にございますか。 

 

（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

ないようでしたら、「平成２８年度下関市立幼稚園の園児数について」報告を終わりたいと思い

ます。それではこども未来部どうぞご退室をお願いいたします。ありがとうございました。 

 

 

【その他】  

波佐間清（教育長） 

それでは、日程３その他になりますが、委員の皆さん何か報告等ございますでしょうか。よろ

しいですか。特にございませんか。 
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（ありません） 

 

波佐間清（教育長） 

それではないようですので、次回の日程でありますが、９月の教育委員会定例会は９月３０日

金曜日午前、本日の日程と同じように９時半からということで、この３階中研修室にて開催予定

です。委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

波佐間清（教育長） 

はい。ありがとうございます。 

 それでは引き続き、非公開案件に入りたいと思います。 

 

 

【議案審議】   

議案第４４号 平成２９年度使用下関市立小・中学校一般図書の採択について 

 

下関市教育委員会会議規則第１７条ただし書きの規定により、非公表 

 

 

【閉会の宣告】 

波佐間清（教育長）  

それでは本日の議事すべてを終了いたしました。これで定例会を終了したいと思います。お疲

れでございました。 

 

（お疲れ様でした） 
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